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第409回公開テスト 小5算数 解説動画(2026年6月14日実施) https://vimeo.com/1201110832/a6328af920

希学園 第 回 小 公開テスト 解説動画

下記、URLよりご視聴いただけます。

動画タイトル URL



希学園 第409回 公開テスト 小５ 算数 2026年６月14日実施 模範解答 制限時間40分
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希学園 第409回 公開テスト 小５ 算数 2026年６月14日実施 解説
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1.25×４－９÷５＝５－1.8＝3.2

35＋(49×４－91)÷７

＝35＋105÷７＝35＋15＝50

1024÷(187－ ×５)＋16＝48

1024÷(187－ ×５)＝48－16＝32

187－ ×５＝1024÷32＝32

＝(187－32)÷５＝31

24×125×28×25÷300＝３×８×125×７×４×25÷300

＝3000×700÷300＝700×(3000÷300)＝7000

1.8ｍ－26㎝×４＋12.3ｍ÷３

＝180㎝－104㎝＋410㎝＝486㎝

1.6ｔ÷400－ ㎏＋156ｇ×25＝４㎏

㎏＝1600㎏÷400＋0.156㎏×25－４㎏

＝４㎏＋3.9㎏－４㎏＝3.9㎏

1.235時間＝１時間＋60分×0.235＝１時間＋14.1分

14.1分＝14分＋60秒×0.1＝14分＋６秒

１辺の長さが３㎝の正三角形の周りの長さは９㎝，１辺の長

さが２㎝の正三角形の周りの長さは６㎝であり，正三角形ど

うしの接着部分はすべて２㎝なので，１か所につき４㎝ずつ

周りの長さは小さくなる。

９＋６＋９－４×２＝16(㎝)

９＋６＋９＋６＋９－４×４＝23(㎝)

周りの長さの規則を考えると，下の表のようになる。

番目 １ ２ ３ ４ ５ ……

周り ９㎝ 11㎝ 16㎝ 18㎝ 23㎝ ……

＋２ ＋５ ＋２ ＋５ ……

88＝11＋(５＋２)×11より，２＋２×11＝24(番目)

Ａ＋Ｂ＝54，Ｂ＋Ｃ＝66より，Ｃ－Ａ＝66－54＝12

Ｄ－Ｃ＝５，Ｃ－Ａ＝12より，Ｄ－Ａ＝５＋12＝17

また，Ａ＋Ｄ＝87より，Ａ＝(87－17)÷２＝35

よって，Ｂ＝54－35＝19，Ｃ＝66－19＝47

Ａ＋Ｂ＝54，Ａ＋Ｄ＝87より，Ｄ－Ｂ＝87－54＝33

Ｄ＝Ｂ×４より，Ｂ＝33÷(４－１)＝11

よって，Ｃ＝66－11＝55

間の数は，16－１＝15(個) よって，240÷15＝16(ｍ)

順にならんだときに，間かくは，大人をならべると16ｍ，

男の子をならべると，16÷２＝８(ｍ)，女の子をならべる

と，８÷２＝４(ｍ)となる。

よって，大人と子どもを合わせた人数は，

240÷４＋１＝61(人) よって，61－16＝45(人)

Ａ地点から順に，大，女，男，女の４人がくり返しならぶ。

４人１セットに子どもは３人いるので，38人目の子どもま

でに，38÷３＝12(セット)余り２(人)より，大人は13人。

よって，全体の，38＋13＝51(人目)になるので，Ａ地点か

らのきょりは，４×(51－１)＝200(ｍ)

右の図のように３つの立方体をＡ，

Ｂ，Ｃとし，それぞれの立方体の

見える数の合計を順に考える。

Ａ；向かい合う面が２組と１面分

→ (１＋２)×２＋３＝９

このとき，Ａの下の面の数は３に

なるので，Ｂの上の面の数も３になる。よって，

Ｂ；向かい合う面が１組と１面分 → １×２＋２＝４

このとき，Ｂの右の面の数は２になるので，Ｃの左の面の

数も２になる。よって，

Ｃ；向かい合う面が１組と２面分 → １×２＋２＋３＝７

以上より，合計は，９＋４＋７＝20

見える数の合計は，Ｄの立方体と

Ｅの立方体４つ分となる。まず，

接着面を考えずに最小を求める。

Ｄ；向かい合う面が２組と１面分

→ (１＋２)×２＋３＝９

Ｅ；向かい合う面が１組と２面分 → １×２＋２＋３＝７

ただし，接着面に書かれた数が同じになる必要があるので，

Ｄの下にある立方体(Ｆとする)の上の面の数が３であり，

前後左右の４つの面の数がすべて２になってしまい，不適。

よって，Ｆの左右の面の数を２とすると，前後の面の数は

１となり，これよりＦの前後にある２つのＥの見える数の

合計はそれぞれ，２×２＋１＋３＝８となる。

以上より，合計は，９＋７×２＋８×２＝39

見える数の合計は，Ｇの立方体と

Ｈの立方体４つ分とＩの立方体４

つ分となる。Ｉの見える面の数の

合計は必ず，１＋２＋３＝６なの

で，Ｇ，Ｈの見える面の数を小さ

くする。

Ｇ；向かい合う面が２組と１面分

→ (１＋２)×２＋３＝９

Ｈ；２面分 → １＋２＝３

ただし，接着面に書かれた数が同じになる必要があるので，

Ｉの接着面の数がすべて３になってしまい，不適。

よって，前後にある２つのＨの見える面の数を，

１＋３＝４に変えたときが最小。

以上より，合計は，９＋３×２＋４×２＋６×４＝47

Ａの右，Ｂの左で，選んだ辺が共通しているため，太線が

３つとなるときは，Ｃ，Ｄの選んだ辺が共通していないと

きである。よって，４×４－１＝15(通り)

より，太線が３つとなるときは，４つの正方形のうち２

つの選んだ辺が共通しており，残り２つの正方形の選んだ

辺が共通していないときである。選んだ辺が共通するよう

にできるのは，(Ａ，Ｂ)，(Ａ，Ｃ)，(Ｂ，Ｄ)，(Ｃ，Ｄ)

であり，いずれも15通りずつ。よって，15×４＝60(通り)

太線が１つになることはないので，すべての選び方から，

太線が２つになるときと３つになるときを引く。

すべての選び方は，４×４×４×４＝256(通り)

太線が２つになるときは，右の

図の２通り。

太線が３つになるときは， よ

り60通り。

よって，256－(２＋60)＝194(通り)
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